
広
島
大
学
蔵
福
尾
文
庫
の
角
筆
文
献

広
島
大
学
名
誉
教
授
　
故
福
尾
猛
市
郎
先
生
が
、
広
島
大
学
に
譲
渡
さ
れ
た
福

尾
文
庫
の
古
典
籍
の
中
か
ら
、
四
点
の
角
筆
文
献
が
発
見
さ
れ
た
。
福
尾
文
庫
全

三
十
六
点
の
典
籍
の
う
ち
、
四
点
も
の
角
筆
文
献
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
偶
然
と
は
思
わ
れ
ず
、
角
筆
文
献
が
決
し
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
毛
筆

を
主
と
し
て
使
っ
て
い
た
江
戸
時
代
以
前
の
わ
が
国
の
文
字
文
化
の
上
で
、
角
筆

が
日
常
的
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
、
更
に
今
後
多
量
の
角
筆
文

献
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
の
大
き
い
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

御
蔵
書
の
中
に
角
筆
文
献
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
福
尾
先
生
御
自
身
も
お
気
付

き
に
な
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
角
筆
が
毛
筆
と
異
な
り
紙
を
凹
ま

せ
て
書
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
述
べ
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
す
る
。
小
稿
が
、
故
福
尾
猛
市
郎
先
生
の
御
芳
情
に
報
い
る
一
端
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

福
尾
文
庫
の
角
筆
文
献
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

U
　
般
若
心
経
秘
鍵
一
帖
　
福
尾
文
庫
第
二
十
四
号
　
角
筆
文
献
番
号
［
3
5
3
］

佃
　
弘
法
大
師
御
通
告
二
十
五
ヶ
条
一
帖
　
福
尾
文
庫
第
十
四
号
　
角
筆
文

献
番
号
［
3
6
7
］

畑
　
御
影
図
一
帖
　
福
尾
文
庫
第
十
八
号
　
角
筆
文
献
番
号
［
6
4
2
］

聞
　
雑
筆
往
来
一
冊
　
福
尾
文
庫
第
三
十
三
号
　
角
筆
文
献
番
号
［
3
7
8
］

こ
れ
ら
は
、
紙
本
墨
書
の
典
籍
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
、
角
筆
を
以
て
紙
面
を

凹
ま
せ
て
文
字
　
（
訓
点
と
し
て
の
仮
名
）
　
又
は
絵
の
下
書
き
や
符
号
が
書
入
れ
ら

小
　
林
　
芳
　
規

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
は
各
典
籍
ご
と
に
角
筆
の
内
容
と
そ
の
国
語
学

上
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
「
広
島
大
学

蔵
福
尾
文
庫
目
録
」
　
（
本
誌
に
併
載
）
　
に
掲
げ
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

Ⅲ
　
般
若
心
経
秘
鍵
一
帖
　
第
二
十
四
号
［
3
5
3
］

鎌
倉
時
代
板
の
高
野
版
で
、
装
帳
は
粘
葉
装
、
界
線
が
無
く
一
貫
に
六
行
、
一

行
十
七
字
に
漢
文
の
本
文
を
印
行
し
て
あ
る
。
そ
の
本
文
の
読
み
方
を
示
す
た
め

に
、
角
筆
の
仮
名
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
字
体
等
か
ら
見
て
室
町
初
期
の
書
入

れ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
時
期
の
墨
仮
名
二
種
と
朱
仮
名
（
散
在
）
　
も
あ
り
、
墨

仮
名
の
う
ち
薄
墨
仮
名
（
第
二
種
）
は
角
筆
の
上
か
ら
な
ぞ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

奥
書
は
無
い
が
、
表
紙
に
「
南
無
大
師
」
　
の
墨
書
が
あ
り
、
見
返
に
は
「
飯
盛

山
間
／
□
□
　
（
破
損
に
て
文
字
不
明
）
」
　
の
墨
書
が
あ
る
。
般
若
心
経
秘
鍵
は
、

弘
法
大
師
撰
述
の
十
巻
章
の
一
書
で
あ
っ
て
、
現
存
本
も
多
く
、
そ
れ
ら
に
は
角

筆
の
訓
点
を
書
入
れ
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
遺
存
し
て
い
る
。

福
尾
文
庫
の
般
若
心
経
秘
鍵
の
角
筆
の
訓
点
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
「
　
」
内
が
角
筆
に
よ
る
凹
み
文
字
）

ヲ

「

シ

ヤ

ツ

カ

」

ト

モ

　

シ

ト

余
輿
」
憲
之
粘
鵬
聖
二
綱
壷
分
一
釈
⊥
家
錐
レ
多
（
声
点
は
略
す
）

（
三
丁
表
3
行
）

角
筆
の
書
入
れ
は
全
帖
に
亘
っ
て
お
り
、
国
語
史
上
か
ら
見
て
以
下
の
よ
う
な

重
要
な
事
柄
が
知
ら
れ
る
。

（
1
）
角
筆
の
訓
点
に
平
仮
名
を
交
え
用
い
て
い
る
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レ

　

チ

評
則
（
「
こ
れ
」
が
角
筆
の
平
仮
名
）
（
四
丁
裏
4
行
）

弔
立
（
「
こ
ん
」
が
角
筆
の
平
仮
名
）
（
七
丁
表
2
行
）

愚
識
金
智
（
「
ぐ
」
が
角
筆
の
平
仮
名
）
　
（
九
丁
裏
3
行
）

「
ぐ
」シ

　

　

ヲ

指
レ
「
雅
」
（
「
た
」
が
角
筆
の
平
仮
名
二
十
丁
表
2
行
）

墨
書
の
仮
名
は
総
て
片
仮
名
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
訓
点
の
仮
名
と
し

て
は
片
仮
名
を
用
い
る
の
が
一
般
で
あ
り
、
訓
点
の
伝
統
に
基
づ
く
規
範
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
角
筆
に
よ
る
訓
点
で
は
屡
つ
平
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

角
筆
の
書
入
れ
が
凹
み
で
あ
り
目
立
ち
に
く
い
所
か
ら
、
毛
筆
の
伝
統
や
規
範
に

外
れ
た
使
わ
れ
方
を
し
、
特
に
日
常
的
な
文
字
や
表
現
が
現
れ
る
こ
と
の
反
映
で

あ
る
。
平
安
時
代
以
来
、
平
仮
名
は
片
仮
名
に
比
べ
て
日
常
的
な
文
字
で
あ
っ
た
。

角
筆
の
訓
点
に
平
仮
名
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
女
手
の
も
う

一
つ
の
世
界
－
角
筆
文
献
に
お
け
る
女
手
使
用
－
」
　
（
水
茎
第
四
号
、
昭
和
六
十

三
年
三
月
）
、
並
び
に
拙
著
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
』
　
（
研
究
篇
第
四
章
第

二
節
第
一
項
）
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
‥
1
1
）
　
オ
段
長
音
の
開
合
の
乱
れ

ノ崇
薫
宗
鑑
摘
詔
ハ
誼
弱
行
〉

轡
警
崇
醐
錮
餌
欝
賢
謳
締
て
「
モ
」
と
な
ぞ
る
）

（
三
丁
裏
2
行
）

「
唐
」
は
字
音
仮
名
道
が
「
タ
ウ
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
ト
ウ
」
と
表
記
す
る
の

は
、
長
音
化
し
て
開
長
音
と
合
長
音
と
の
区
別
が
乱
れ
た
（
恐
ら
く
同
音
化
し
た
）

こ
と
を
反
映
す
る
。

「
網
」
の
字
音
仮
名
道
も
「
マ
ウ
」
で
あ
る
か
ら
、
角
筆
が
「
モ
」
と
表
記
す
る

の
は
同
種
の
現
象
と
見
ら
れ
る
。
「
生
」
「
聖
」
　
の
呉
音
読
み
の
字
音
仮
名
道
は

「
シ
ャ
ウ
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
角
筆
で
「
小
」
と
類
音
字
表
記
す
る
の
は
、

「
小
」
　
（
セ
ウ
）
　
が
オ
段
拗
長
音
化
し
て
「
シ
ョ
ウ
」
と
同
音
と
な
り
、
そ
れ
が

「
シ
ャ
ウ
」
と
開
合
の
乱
れ
　
（
恐
ら
く
同
音
化
）
　
を
生
じ
た
こ
と
を
反
映
す
る
。

（
一
1
1
1
）
　
長
音
の
短
音
化

右
掲
例
の
「
帝
距
」
は
オ
段
長
音
「
モ
ウ
」
に
対
す
る
表
記
で
あ
る
。
「
モ
」

は
「
ウ
」
を
省
略
し
た
と
見
る
余
地
も
あ
る
が
、
こ
の
角
筆
の
仮
名
の
表
記
方
式

で
は
省
記
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
の
で
、
オ
段
長
音
「
モ
ウ
」
を
「
モ
」
と
短

音
に
発
音
し
た
反
映
と
見
ら
れ
る
。
角
筆
文
献
に
は
長
音
の
短
音
化
の
例
が
多
い
。

恐
ら
く
当
時
の
口
頭
語
の
発
音
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
．
Ⅳ
）
　
長
音
化

欝
（
「
小
」
が
角
筆
の
漢
字
）
（
四
丁
裏
3
行
）

こ
の
例
は
、
逆
に
「
シ
ヨ
」
の
音
が
長
音
化
し
た
発
音
を
示
し
て
い
る
。
類
音
字

表
記
に
用
い
た
「
小
」
は
、
右
述
の
よ
う
に
「
シ
ョ
ウ
」
と
オ
段
拗
長
音
化
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
Ⅴ
）
　
い
わ
ゆ
る
四
つ
仮
名
の
乱
れ

定
誕
（
「
上
」
「
ヱ
」
が
角
筆
の
文
字
二
四
丁
裏
2
行
）

「上」

「
定
」
の
字
音
仮
名
道
は
呉
音
が
「
ヂ
ヤ
ウ
」
で
あ
り
、
類
音
字
表
記
に
用
い
た

「
上
」
の
字
音
仮
名
道
は
呉
音
が
「
ジ
ヤ
ウ
」
で
あ
る
。
従
っ
て
「
ヂ
」
と
「
ジ
」

と
が
相
通
じ
、
こ
の
四
つ
仮
名
の
区
別
が
無
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
‖
1
1
）
　
か
ら
　
（
Ⅴ
）
　
は
漢
字
音
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
が
当
時
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
毛
筆
文
献
で
は
従
来
は
江
戸
時

代
に
一
般
化
す
る
と
説
か
れ
て
車
た
も
の
で
あ
る
。
角
筆
の
文
字
に
口
頭
語
が
反

映
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
恐
ら
く
当
時
の
口
頭
語
と
し
て
は
既
に
こ
れ
ら

の
現
象
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

尚
、
本
書
の
角
筆
書
入
れ
は
、
小
林
が
平
成
二
年
三
月
一
日
に
見
付
け
た
も
の

で
あ
る
。

拗
　
弘
法
大
師
御
遺
告
二
十
五
ヶ
条
一
帖
　
第
十
四
号
［
3
6
7
］

室
町
時
代
享
禄
三
年
二
五
三
〇
）
　
に
、
龍
光
院
の
住
持
で
あ
っ
た
鏡
勤
房
覚

）81（



宥
が
書
写
し
校
合
し
た
本
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
分
る
。
装
帳
は
粘
葉
装
、
墨

界
線
を
施
し
一
貫
に
七
行
、
一
行
十
七
字
程
度
に
漢
文
の
本
文
を
墨
書
し
て
い
る
。

そ
の
本
文
の
漠
字
句
に
角
筆
で
縦
線
の
符
号
を
書
入
れ
て
い
る
。

二
極
が
あ
る
。

そ
の
符
号
に
は

（
ア
）
漢
字
と
漢
字
と
の
間
に
書
入
れ
た
縦
線

ニ

ヤ

メ

テ

巳
l
止
（
字
間
左
寄
り
の
縦
線
が
角
筆
）
　
（
三
丁
表
3
行
）

カ
　
シ
ニ

遥
l
邁
（
字
間
右
寄
り
の
縦
線
が
角
筆
）
（
五
丁
表
7
行
）

こ
れ
ら
の
漢
字
と
漢
字
と
の
間
に
書
入
れ
た
角
筆
の
凹
み
の
縦
線
は
、
訓
読
す

ス
デ
ニ
ヤ
メ
テ

る
際
の
合
符
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
左
寄
り
は
訓
合
符
（
「
巳
止
」
の
よ
う

カ
シ

に
和
訓
で
二
字
を
読
む
こ
と
を
示
す
）
、
右
寄
り
は
音
合
符
（
「
退
避
」
の
よ
う
に

二
字
を
字
音
で
読
む
こ
と
を
示
す
）
と
見
ら
れ
る
。

（
イ
）
漢
字
の
左
傍
に
施
し
た
縦
線

シ

チ

エ

　

　

ニ

　

セ

イ

伺
実
恵
大
徳
井
真
済
（
「
済
」
の
左
傍
の
縦
線
が
角
筆
）
（
六
丁
裏
4
行
）

鄭
屁
（
「
股
」
町
計
傍
の
縦
線
が
角
筆
）
（
七
丁
表
5
行
）

リ

ー

　

テ

　

カ

モ

ト

ニ

㈲
禦
厩
座
臥
詞
鵠
鍼
賎
指
扇
撞
行
）

ニ
シ
ロ
シ
メ
ス
タ
二

睡
愴
　
国
（
「
時
食
」
の
左
傍
の
縦
線
が
角
筆
二
九
丁
表
5
行
）

ノ

　

一

の
洛
快
互
ニ
（
「
各
失
」
の
左
傍
の
縦
線
が
角
筆
）
（
互
こ
は
校
異
）
（
十
七
丁

表
2
行
）

内
軋
軒
。
（
上
欄
「
情
」
）
（
「
汚
」
の
左
傍
の
縦
線
が
角
筆
二
二
十
三
丁
表
4
行
）

回
は
漢
字
一
字
の
左
傍
に
、
個
は
漢
字
二
字
の
左
傍
に
角
筆
の
縦
線
が
施
さ
れ

て
い
る
。
注
示
符
の
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
の
は
校
異
の
あ
る
字
句
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
文
献
で
は
角
筆
の
書
入
れ
は
、
右
の
よ
う
な
符
号
だ
け
で
あ
っ
て
、
文
字

の
書
入
れ
は
見
ら
れ
な
い
。

尚
、
本
書
の
角
筆
書
入
れ
は
、
梁
竹
民
氏
が
平
成
二
年
七
月
十
日
に
見
付
け
た

も
の
で
あ
る
。

㈱
　
御
影
図
一
帖
　
第
十
八
号
［
6
4
2
］

室
町
時
代
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
　
に
利
鏡
が
尾
背
寺
で
秀
誉
上
人
御
本
を
以

て
書
写
し
た
本
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
分
る
。
装
値
は
粘
葉
装
、
押
界
線
を
施

し
、
一
貫
に
七
行
、
一
行
十
五
字
程
度
に
漢
文
の
本
文
を
墨
書
し
て
い
る
。
本
文

中
に
八
位
鏡
・
山
嶽
・
神
杉
な
ど
の
図
が
十
七
図
あ
り
、
そ
の
下
絵
等
に
角
筆
の

凹
線
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

絵
画
の
下
描
き
に
角
筆
を
用
い
る
こ
と
は
、
室
町
時
代
で
は
備
後
国
（
広
島
県

三
原
市
）
御
調
八
幡
宮
蔵
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
二
巻
（
永
禄
九
年
伊
香
民
部
大
輔

正
能
書
写
）
、
山
口
県
宇
部
市
厚
東
の
恒
石
八
幡
宮
蔵
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
二
巻

（
文
明
十
年
書
写
、
絵
は
釈
寿
元
筆
）
そ
の
他
が
あ
り
、
紙
本
で
は
平
安
時
代
以

降
江
戸
時
代
に
至
る
諸
文
献
が
見
付
け
出
さ
れ
て
い
る
。
（
拙
著
r
角
筆
の
み
ち

び
く
世
界
」
（
中
公
新
書
）
第
九
話
。
拙
稿
「
欄
賢
票
角
筆
下
絵
八
幡
大
菩
薩

御
縁
起
」
（
講
話
篇
出
国
書
漢
籍
論
集
）
参
照
）

尚
、
本
書
の
角
筆
下
絵
は
、
小
林
が
平
成
三
年
十
一
月
二
十
六
日
に
見
付
け
た

も
の
で
あ
る
。

印
　
雑
筆
往
来
一
冊
　
第
三
十
三
号
［
3
7
8
］

桃
山
時
代
天
正
頃
の
書
写
本
で
あ
る
。
装
幌
は
袋
綴
装
、
界
線
が
無
く
一
貢
に

七
行
、
一
行
十
二
字
程
度
に
漢
文
の
本
文
を
墨
書
で
書
写
し
て
い
る
。
表
紙
に

「
山
城
相
良
之
郡
　
上
相
」
「
季
葛
」
の
墨
書
が
あ
る
。

角
筆
の
書
入
れ
は
本
文
の
漢
文
の
訓
点
と
し
て
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
文

書
写
と
同
じ
頃
で
あ
る
。
角
筆
の
訓
点
は
、
八
丁
迄
に
施
さ
れ
て
あ
り
、
例
え
ば

次
の
よ
う
で
あ
る
。

可
レ
杢
ス
」
毒
㌃
志
一
助
誕
廿
（
「
ネ
ウ
」
は
も
と
の
ま
ま
）
（
一
丁
裏
4
行
）

そ
の
仮
名
に
は
、
国
語
史
上
か
ら
見
て
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
事
象
が
現
れ

て
い
る
。
（
i
）
拗
音
は
直
音
仮
名
又
は
類
音
の
漢
字
で
表
さ
れ
る

）91（



配
一
緋
締
轟
彗
表
7
行
）

シ

ヤ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

ウ

「
酌
」
を
「
サ
ク
」
、
と
表
記
し
「
造
」
が
拗
長
音
化
し
て
「
叫
剖
ウ
」
と
な
っ

た
音
を
「
ソ
」
と
表
記
し
て
い
る
。
「
声
（
シ
ャ
ウ
）
」
を
同
音
の
類
音
字
「
正

カ

シ

ヤ

タ

　

ト

キ

ヨ

（
シ
ャ
ウ
）
」
で
表
記
し
て
い
る
。
墨
書
の
仮
名
で
は
拗
音
は
「
珂
責
」
「
渡
御
」

キ

ヨ

　

　

　

キ

ヨ

タ

ン

「
魚
網
」
「
虚
誕
」
の
よ
う
に
総
て
片
仮
名
の
ヤ
行
表
記
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

角
筆
で
は
ヤ
行
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
オ
段
拗
長
音
が
角
筆
で
は
総
て
「
エ
段
音

＋
ウ
」
　
で
次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

可必中

転ニ廟
埠
一
ス
（
「
セ
ウ
フ
ク
」
が
角
筆
仮
名
）
（
二
丁
裏
7
行
）

（
「
ケ
ウ
」
が
角
筆
仮
名
）
　
（
六
丁
裏
6
行
）

レ
軋
二
「
撃
畢
（
「
セ
ウ
」
が
角
筆
仮
名
）
（
七
丁
裏
7
行
）

下
車
（
「
テ
ネ
ウ
」
が
角
筆
仮
名
）
（
一
丁
裏
4
行
）

「
承
」
「
興
」
は
字
音
仮
名
道
が
そ
れ
ぞ
れ
「
シ
ョ
ウ
」
「
キ
ヨ
ウ
」
と
表
さ
れ
る
。

又
「
寧
」
も
呉
音
「
ニ
ヤ
ウ
」
が
「
ニ
ヨ
ウ
」
と
発
音
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
い
る
。

角
筆
で
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
表
記
は
、
毛
筆
に
よ
る
当
時
の
訓
点
の
規
範
と
は

異
な
り
、
口
頭
語
を
反
映
し
た
平
仮
名
文
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

（
‥
1
1
）
　
長
音
化

粧
厳
轟
（
「
カ
ン
ケ
ウ
」
が
角
筆
仮
名
）
（
六
丁
表
6
行
）

牢
固
郁
い
影
（
「
ロ
ケ
ウ
」
が
角
筆
仮
名
）
（
六
丁
表
6
行
）

監
㌫
畢
埋
音
（
「
ヰ
」
「
ヒ
ケ
ウ
」
が
角
筆
仮
名
）
ニ
〒
裏
7
行
）

「
居
」
は
拗
音
「
キ
ヨ
」
が
長
音
化
し
て
「
キ
ヨ
ウ
」
と
な
っ
た
音
を
、
（
…
）

に
述
べ
た
よ
う
な
角
筆
の
表
記
の
仕
方
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
音
化
の

事
象
は
、
福
尾
文
庫
第
二
十
四
号
般
若
心
経
秘
鍵
の
角
筆
の
書
入
れ
に
も
見
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

（
一
1
1
1
）
　
長
音
の
短
音
化

牢
群
之
経
⊥
苫
（
「
コ
シ
」
が
角
筆
仮
名
二
六
丁
表
4
行
）

砦
（
前
掲
）

畢
喧
（
前
掲
）

コ

　

　

ソ

　

　

ロ

「
公
」
「
追
」
「
籠
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
段
長
音
「
コ
ウ
」
「
ソ
ウ
」
「
ロ
ウ
」
に
対

す
る
表
記
で
あ
る
。
「
ウ
」
の
省
略
と
見
る
余
地
も
あ
る
が
、
∴
」
の
角
筆
の
仮
名

の
表
記
方
式
は
省
記
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
の
で
、
オ
段
長
音
を
「
コ
」
「
ソ
」

「
ロ
」
と
短
音
に
発
音
し
た
反
映
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
象
も
、
福
尾
文
庫
第
二

十
四
号
般
若
心
経
秘
鍵
の
角
筆
の
書
入
れ
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

テ

ネ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

テ

イ

「
丁
寧
」
（
前
掲
）
　
の
「
丁
」
に
対
す
る
「
テ
」
と
い
う
角
筆
仮
名
も
関
連
す

る
事
象
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
。

（
．
Ⅳ
）
　
い
わ
ゆ
る
四
つ
仮
名
の
乱
れ

畢
型
之
賂
賄
（
「
シ
ン
」
が
角
筆
仮
名
＝
五
丁
表
2
行
）

「
壷
」
の
字
音
仮
名
道
は
「
ヂ
ン
」
で
あ
る
か
ら
、
角
筆
の
仮
名
「
ジ
ン
」
は
四

っ
仮
名
の
区
別
を
失
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
事
象
も
亦
、
福
尾
文
庫
第
二
十
四
号

般
若
心
経
秘
鍵
の
角
筆
の
書
入
れ
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
Ⅴ
）
　
「
シ
ヨ
」
を
「
セ
」
と
表
す

醐
匪
謳
夕
崇
醐
錮
鋼
業
持
絹
）

ス
　
　
　
キ
ニ

セ
　
タ
イ

後
者
の
「
所
－
帯
」
は
「
世
帯
」
の
誤
読
と
見
る
余
地
も
あ
る
が
、
前
者
の
「
緒

（
シ
ヨ
）
」
を
「
セ
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
に
併
せ
て
考
え
る
と
、
「
シ
ヨ
」
を

「
セ
」
と
表
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
拗
音
の
「
シ
ヨ
」
を
直
音
で

「
ソ
」
と
し
、
こ
れ
が
0
＞
e
の
母
音
交
替
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
雑
筆
往
来
の
角
筆
文
字
に
現
れ
た
諸
事
象
は
、
「
長
音
化
」
「
長
音
の
短
音

化
」
「
四
つ
仮
名
の
乱
れ
」
の
事
象
が
般
若
心
経
秘
鍵
の
角
筆
文
字
に
現
れ
た
事

象
と
通
じ
て
、
共
に
当
時
の
口
頭
語
を
反
映
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

尚
、
本
書
の
角
筆
書
入
れ
は
、
平
成
二
年
七
月
十
日
に
宇
都
宮
啓
吾
氏
が
見
付

け
た
も
の
で
あ
る
。
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